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実施機関名・連携機関名 

岡山大学大学院教育学研究科・岡山大学教師教育開発センター・岡山県教育委員会・津山教育事務所 

テーマ： 

校内 OJT チームを核とした若手教員授業力向上支援事業   ―授業力パワーアップセミナー 

研修等名：【NITS・教職大学院等コラボ研修プログラム支援事業】 

 

令和３年度  若手教員授業力向上研修会  「授業力パワーアップセミナー  第２日」 

開催日時：令和３年１２月２７日 ８時４５分～１３時００分 

開催場所：久米南町立久米南中学校（岡山県久米郡久米南町下弓削４４０−１） 

参加人数（総数）と参加者の属性：（67 人）受講者33 名（小19，中14），講師（大学教員）17 名，

教育委員会・県総合教育センター関係者 11 名，他校等参観者 6 名 

内容：※全体発表の内容をテープ起こしするなど、具体的に記載してください。研修等の様子は、写真を右に貼り付けてください。 

  岡山県教育委員会津山教育事務所と岡山大学大学院教育学研究科教職大学院ならびに岡山大学教
師教育開発センターとの連携協働事業として平成 28 年度以来取り組んでいる事業である。津山教育事務所
管内の公立小中学校を対象に，先輩教員と若手教員からなる校内 OJT チームを組織し，若手教員の授業
力向上の課題を通して，授業力向上と授業改善を核とする校内研修の質的向上に大学教員が全面的に参
画するものである。なお本セミナーの受講者（若手教員と先輩教員）には，本学教職大学院の履修証明制
度を活用したラーニングポイント制が適用される。 
  今回の補助事業ではセミナー全体のうち最終日のみ支援を申請した。当日の要項は右頁のとおりである。最
終日は年間を通して取り組んだ若手教員の研究授業の研究協議会である。今年度のセミナーに参加した９校
10 チームを５つの分散会場に分け，１人 60 分の実践報告を行った。実践報告は①学習指導案と逐語録の
読み込み→授業動画を用いた報告→研究協議という流れで行った。研修冒頭には NITS 前理事長の髙岡信
也先生より，大学と教育委員会との連携のもと校内研修を軸に若手の授業力向上を目指す本セミナーの意義
と価値についてご講話頂き，充実した研修とすることができた。なお，ここに至るまでの間，６月には先輩教員
のみ対象としたセミナーを，８月には全受講者を対象に講話と演習を中心としたセミナーを，２学期には中間
訪問指導として学習指導案検討と研究授業に係る逐語録作成や研究協議に本学教員が参画している。 

成果： ※参加者の声など客観的な情報・データとともに記入して下さい。 

事後の受講者アンケートから引用する。「「若手教員対象」となっていますが，先輩教員である私自身も多くの気
づきがあり大変勉強になりました。また他教科の実践を見る機会がなかなかないので，横のつながりで英語科に
も活かせるものがたくさんありました」「２回目の授業報告が授業者にとっては負担にはなると思いますが，岡山大
学の先生方をはじめ，多くの先生方からのご助言は大変勉強になりました」「若手教員の育成が急務だと感じて
います。また，若手のエネルギーから奮起すべきベテラン教員もいます。OJT の存在は知っていても取り組んだこと
のない学校には，校内研修の１つとして取り組んでほしいと思っております」「逐語録の作成に際し，相当な労
力を費やしたが，このおかげで自分の口癖や指導のくせがわかった。より分かりやすい言い方をしていきたい」 

アイディアや工夫したこと：※3～5 つ程度の箇条書きしてください。 

・津山教育事務所管内の公立小中学校に受講対象を限定し，岡山県北地域が抱える課題を共有し，その
解決に向けたソリューションを具体的に提供できる。 

・県北地域の小中学校の多くは少数点在であり，授業改善への取り組みを学校単独で重ねようとしても，充
分なマンパワーを確保できないケースが多い。このような実態を踏まえ，同一中学校区あるいは近隣に所在す
る複数の小学校の連携協働を促し，大学が組織的・継続的な支援を提供した。 

・地域の教員養成と教員研修に責任を負う地元大学として，このセミナーに指導者として，また具体的な研修
内容を研究開発する当事者として参画することにより，地域の教員の教科指導力と学習指導力をめぐる課題
に向き合うこととなる。ここには本学から送り出した卒業生に限らず，広義の「養成教育のアフターケア」という課
題があり，またその解決に取り組むこと自体が本学教員にとって実質的な FD 研修の機能を果たすことになる。 



＜写真・図など＞ ※会場の熱気や規模がわかる写真、参加者の表情がわかる写真（寄って撮影またはトリミング）を撮影してください。 

 


